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報
告
を
受
け
、
討
論
者
が
コ
メ

ン
ト
し
た
。
小
川
氏
に
対
し
て
は

清
水
氏
が
、「
ア
ジ
ア
通
貨
の
こ
こ

１
年
半
の
変
化
率
を
見
る
と
、
必
ず

し
も
同
じ
よ
う
な
動
き
を
し
て
い
な

い
。
個
々
の
経
済
状
況
を
反
映
し
個

別
に
通
貨
が
動
い
て
い
る
た
め
、
各

国
の
財
政
政
策
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が

重
要
に
な
る
。
通
貨
下
落
の
背
景
で

も
あ
っ
た
資
本
流
出
を
マ
イ
ナ
ス
に

し
な
い
た
め
に
は
資
本
流
入
も
必
要

だ
。
単
に
流
出
・
流
入
を
カ
ウ
ン
ト

す
る
の
で
は
な
く
、
理
由
を
把
握
し

た
上
で
デ
ー
タ
を
管
理
す
べ
き
だ
。

企
業
間
取
引
の
決
済
通
貨
の
種
類
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
今
後
は
重
要
な
課

題
だ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

花
崎
氏
の
報
告
に
は
安
田
氏
が
、

「
日
本
の
社
債
を
み
る
と
世
界
金
融

危
機
時
に
格
付
け
の
高
い
も
の
、
低

い
も
の
の
間
で
資
金
調
達
の
二
極
化

が
進
ん
だ
。
貸
付
金
残
高
と
預
金
残

高
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
広
が
り
、
少
子
高

齢
社
会
を
迎
え
て
か
ら
の
動
き
は
注

視
す
べ
き
だ
。
貸
付
金
は
伸
び
ず
家

計
の
貯
蓄
ト
レ
ン
ド
も
下
が
っ
て
い

る
が
、
企
業
は
恒
常
的
に
資
金
余
剰

で
企
業
の
生
産
性
が
今
後
の
課
題
に

な
る
」
と
話
し
た
。

　

小
林
氏
の
報
告
に
は
本
多
氏
が

「
伝
統
的
な
分
析
方
法
を
用
い
な
い

新
し
い
タ
イ
プ
の
研
究
だ
。
個
人
の

分
析
行
動
を
仮
定
し
た
上
で
現
実
的

な
市
場
が
ど
う
動
く
か
と
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
だ
。
今
ま
で
と
は
違
う
現
象

が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
計
算
能
力
向

上
と
合
わ
せ
て
再
現
で
き
て
い
る
。

一
方
、
仮
定
か
ら
議
論
を
始
め
る
た

め
、
投
資
家
の
行
動
は
最
終
的
に
直

感
な
の
か
、
デ
ー
タ
な
の
か
の
検
証

に
戻
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ

る
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
入
手
し
て
も

思
う
よ
う
な
結
果
が
出
な
い
こ
と
も

あ
る
。
デ
ー
タ
の
使
い
方
と
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
研
究

に
は
可
能
性
を
感
じ
る
」
と
し
た
。

　

中
村
恒
氏
に
は
大
橋
氏
が
「
投
資

家
は
企
業
に
働
か
せ
る
か
、
も
し
く

は
金
融
資
産
に
投
資
す
る
か
を
選

ぶ
。
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
あ
る
と
企

業
は
働
か
な
く
な
り
、
期
待
生
産
性

が
減
少
、
そ
の
結
果
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー

ド
が
な
い
場
合
に
比
べ
て
金
融
資
産

の
魅
力
は
低
下
す
る
。
そ
れ
が
金
融

資
産
の
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を
低
下

さ
せ
る
。
一
方
、
無
リ
ス
ク
金
利
は

上
昇
す
る
。
分
析
手
法
が
革
新
的
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
モ
ラ
ル
ハ

ザ
ー
ド
の
資
産
価
格
へ
の
影
響
を
厳

密
か
つ
鮮
や
か
に
分
析
し
て
い
る
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

最
後
に
高
岡
氏
の
報
告
に
対
し
て

は
中
村
信
弘
氏
が
「
信
用
リ
ス
ク
の

モ
デ
リ
ン
グ
に
は
、
代
表
的
ア
プ

ロ
ー
チ
が
２
つ
あ
る
。
報
告
で
は
主

に
マ
ー
ト
ン
の
構
造
型
ア
プ
ロ
ー
チ

に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
が
、
格
付
け

推
移
行
列
や
ハ
ザ
ー
ド
レ
ー
ト
と

い
っ
た
誘
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ

る
」
と
コ
メ
ン
ト
。
補
足
と
し
て
数

理
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
数
式
を

紹
介
し
た
。

　

花
崎
氏
は
「
政
府
は
個
人
の
投
資

を
奨
励
し
て
い
る
が
、
金
融
の
リ
ス

ク
管
理
が
困
難
性
を
増
し
て
い
る
時

代
に
優
遇
税
制
に
よ
っ
て
個
人
の
投

資
を
促
す
こ
と
が
正
し
い
の
か
ど
う

か
。
む
し
ろ
、
投
資
面
で
は
情
報
産

業
で
も
あ
る
金
融
機
関
に
期
待
し
た

い
。
金
融
機
関
に
期
待
さ
れ
る
役
割

は
多
様
化
し
て
お
り
、
金
融
仲
介
、

決
済
業
務
そ
し
て
市
場
取
引
も
求
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
機
関
投
資
家
に
よ

る
企
業
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活

動
の
重
要
性
も
増
す
」
と
話
し
た
。

　　

小
林
氏
は
「
金
融
取
引
の
自
動
売

買
が
高
速
化
さ
れ
、
値
動
き
が
加
速

し
て
い
る
。
高
速
化
リ
ス
ク
に
対
し

て
は
取
引
ス
ピ
ー
ド
規
制
も
必
要
か

も
し
れ
な
い
が
市
場
は
規
制
を
嫌
う

傾
向
が
あ
る
。
将
来
、
株
の
売
買
も

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
に
組
み
込

ま
れ
、
市
場
自
体
が
不
要
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
」と
の
見
方
を
示
し
た
。

　　

中
村
恒
氏
は
、「
金
融
に
は
資
金

を
移
転
し
な
が
ら
経
済
の
効
率
性
を

上
げ
る
役
割
が
あ
り
、
リ
ス
ク
の
発

生
は
不
可
避
で
あ
る
。
今
後
は
、
不

要
に
過
剰
な
リ
ス
ク
拡
大
を
ど
う
削

減
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
た
と
え

損
失
が
あ
っ
て
も
投
げ
売
り
が
拡
大

す
る
状
況
を
い
か
に
回
避
す
る
か
。

そ
れ
に
は
市
場
の
整
備
が
不
可
欠
で

情
報
開
示
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
大
事

に
な
る
。
政
府
介
入
も
適
切
に
行
う

べ
き
だ
が
、
適
正
な
規
制
が
ど
の
レ

ベ
ル
か
は
今
後
の
課
題
だ
」
と
話
し

た
。

　

高
岡
氏
は
「
金
融
工
学
は
金
融
危

機
の
際
、
証
券
価
格
の
高
騰
に
合
わ

せ
て
モ
デ
ル
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
決
め

る
と
い
う
失
敗
を
犯
し
た
。
実
務
上

の
問
題
を
解
決
す
る
学
問
な
の
で
、

結
果
を
示
す
こ
と
を
重
視
す
る
あ
ま

り
議
論
の
仮
定
の
妥
当
性
が
不
十
分

で
も
異
議
を
唱
え
な
い
ケ
ー
ス
も
多

く
、そ
れ
が
裏
目
に
出
た
。こ
の
反
省

を
踏
ま
え
、
今
後
は
研
究
に
お
け
る

仮
定
部
分
の
把
握
が
大
事
に
な
る
。

パ
ラ
メ
ー
タ
誤
差
を
明
示
的
に
扱
う

手
法
の
深
化
も
重
要
だ
」
と
し
た
。

　

小
川
氏
は
「
危
機
が
起
こ
る
と
資

金
が
円
に
向
か
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
背
景
に
あ
る
が
、
リ
ス
ク
が
高
ま

る
中
で
円
が
安
全
な
通
貨
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
る
。
金
融
危
機
で
は
信

用
度
が
低
い
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

の
不
良
債
権
化
と
同
時
に
ド
ル
の
流

動
性
不
足
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

米
連
邦
準
備
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
が

日
銀
な
ど
と
協
定
を
結
び
ド
ル
を
供

給
し
た
。
今
後
危
惧
す
る
の
は
米
国

の
金
利
引
き
上
げ
だ
。
有
事
の
ド
ル

供
給
は
期
待
で
き
な
い
。
国
際
通
貨

基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
だ
け
に
も
頼
れ
な

い
の
で
地
域
ご
と
の
金
融
協
力
が
大

切
だ
」
と
発
言
。

第
２
報
告

第
３
報
告

第
４
報
告

第
５
報
告

第
１
報
告

少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
下
で
の

金
融
セ
ク
タ
ー
の
役
割

投
資
行
動
か
ら
構
築
す
る

金
融
市
場
の
価
格
変
動
モ
デ
ル

モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
の
価
値
評
価

流
動
性
の
不
足
と
信
用
リ
ス
ク
の
分
析

米
国
の
金
融
政
策
と
東
ア
ジ
ア
通
貨
の

動
向

の
移
行
が
望
ま
れ
る
。

　

今
後
金
融
セ
ク
タ
ー
に

は
、
長
期
的
視
点
に
立
っ

た
融
資
業
務
、
顧
客
企
業

サ
イ
ド
に
立
っ
た
企
業
価

値
向
上
の
た
め
の
資
金
調

達
支
援
、
企
業
審
査
に
加

え
て
マ
ク
ロ
経
済
・
投
資

動
向
・
産
業
調
査
な
ど
の

各
種
情
報
生
産
能
力
の
深

化
、
企
業
や
事
業
特
性
に

対
応
し
た
新
た
な
金
融
商

品
設
計
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー

の
供
給
な
ど
が
求
め
ら

れ
、
そ
れ
ら
の
活
動
を
通

大
小
に
よ
る
「
投
資
タ
イ

プ
」
で
表
現
し
た
。

　

そ
こ
に
指
数
平
滑
化
移

動
平
均
、
資
金
量
な
ど
を

交
え
て
、
金
融
市
場
の
価

格
変
動
を
表
す
シ
ン
プ
ル

な
モ
デ
ル
を
考
案
し
、
実

際
の
価
格
変
動
に
近
い
と

思
え
る
変
動
結
果
が
得
ら

れ
た
。
投
資
家
の
数
を
増

や
し
、
タ
イ
プ
の
異
な
る

投
資
家
を
追
加
す
る
こ
と

で
、
よ
り
実
際
の
値
動
き

に
近
い
結
果
が
得
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
突
発
的
な
外
部

　

モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
に
よ

っ
て
リ
ス
ク
資
産
の
魅
力

が
減
り
シ
ャ
ー
プ
比
が
低

下
、
無
リ
ス
ク
資
産
に
流

れ
、
無
リ
ス
ク
金
利
が
下

が
る
か
と
思
い
き
や
、
理

論
値
は
上
が
る
。
リ
ス
ク

の
市
場
価
格
は
投
資
家
の

限
界
行
動
と
逆
に
動
き
、

期
待
値
や
成
果
が
下
が
る

こ
と
で
、
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ

の
役
割
を
果
た
す
。
課
題

は
考
案
し
た
モ
デ
ル
の
現

実
へ
の
応
用
だ
ろ
う
。
保

険
契
約
者
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ

そ
し
て
企
業
が
各
時
点
で

資
産
全
額
を
分
割
可
能
な

リ
ス
ク
資
産
に
投
資
す
る

と
い
う
設
定
下
で
、
一
般

的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

論
じ
た
。
さ
ら
に
そ
れ
を

永
久
債
発
行
企
業
に
適
用

し
て
、
信
用
リ
ス
ク
付
き

永
久
債
価
格
の
解
析
解
を

得
た
。

　

今
後
は
、
新
規
債
券
や

新
株
の
発
行
を
考
慮
に
入

れ
、
ま
た
情
報
の
非
対
称

性
な
ど
を
考
え
る
な
ど
、

よ
り
一
般
的
な
設
定
で
の

動
し
、
東
ア
ジ
ア
の
金
利

も
上
昇
す
る
も
の
の
、
米

国
に
有
利
な
金
利
差
と
な

り
、
東
ア
ジ
ア
通
貨
が
減

価
す
る
。
東
ア
ジ
ア
の
為

替
の
安
定
を
目
指
す
に

は
、
国
際
的
政
策
対
話
、

資
本
・
為
替
管
理
で
は
、

危
機
時
で
は
な
く
平
時
に

資
本
流
入
の
急
増
に
対
し

規
制
を
す
べ
き
だ
。

　

資
本
の
流
出
入
を
モ
ニ

タ
ー
す
る
た
め
に
は
、
日

中
韓
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の

　

日
本
の
家
計
貯
蓄
は
、
近
年
少
子

高
齢
化
の
進
展
を
背
景
に
減
少
し
続

け
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の
企
業
金

融
は
戦
後
、
銀
行
を
中
心
に
推
移
し

て
き
た
も
の
の
、
バ
ブ
ル
期
以
降
は

内
部
金
融
中
心
へ
と
変
わ
っ
て
い

る
。

　

近
年
「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」
の
転

換
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
金
融
資
本

市
場
の
複
雑
性
は
増
し
て
お
り
個
人

で
の
リ
ス
ク
管
理
は
困
難
と
な
っ
て

い
る
。
直
接
金
融
へ
の
シ
フ
ト
は
現

実
的
で
は
な
く
、
金
融
機
関
の
仲
介

機
能
と
資
本
市
場
の
機
能
と
が
有
機

的
に
結
び
つ
い
た
金
融
シ
ス
テ
ム
へ

　

既
存
の
価
格
変
動
モ
デ
ル
は
、
根

拠
に
欠
け
る
も
の
が
多
く
、
価
格
変

動
が
な
ぜ
起
こ
る
の
か
、
価
格
は
制

御
で
き
る
か
な
ど
ラ
ン
ダ
ム
性
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
も
の
が
な
か

っ
た
。
こ
れ
ら
を
解
明
す
る
こ
と
で

有
効
な
金
融
政
策
、
金
融
危
機
へ
の

適
切
な
対
処
、
金
融
商
品
の
リ
ス
ク

管
理
に
つ
な
が
る
。

　

市
場
参
加
者
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
由

来
す
る
変
動
要
因
は
「
内
部
要
因
」

と
い
わ
れ
、
ど
の
く
ら
い
の
ス
パ
ン

で
見
て
い
る
か
と
い
う
「
時
定
数
」、

リ
ス
ク
を
ど
の
程
度
と
る
か
と
い
っ

た
「
リ
ス
ク
許
容
度
」、
投
資
幅
の

　

金
融
危
機
で
は
、
企
業
・
金
融
機

関
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
に
よ
る
ミ
ク

ロ
的
な
歪
み
が
市
場
全
体
に
累
積

し
、
マ
ク
ロ
的
金
融
の
不
安
定
化
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
。
モ
ラ
ル
ハ
ザ

ー
ド
は
、
企
業
と
投
資
家
の
間
で
企

業
の
経
営
努
力
が
見
え
な
い
状
態

で
、本
来
果
た
す
べ
き
努
力
を
怠
り
、

投
資
家
に
損
失
を
も
た
ら
す
状
況
を

指
す
。

　

モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
に
は
、
投
資
家

の
利
益
を
企
業
が
横
領
す
る
モ
デ
ル

や
企
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
確
率

が
経
営
者
の
努
力
水
準
に
影
響
さ
れ

る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

　

金
融
危
機
以
前
か
ら
、
流
動
性
の

不
足
と
信
用
リ
ス
ク
は
重
要
な
テ
ー

マ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
今
回

は
、
債
券
発
行
済
み
企
業
の
流
動
性

デ
フ
ォ
ル
ト
リ
ス
ク
に
焦
点
を
当

て
、
構
造
型
ア
プ
ロ
ー
チ
で
数
理
的

に
分
析
し
た
。

　

構
造
型
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
社
債

を
、
企
業
価
値
を
原
資
産
と
す
る
プ

ッ
ト
オ
プ
シ
ョ
ン
の
シ
ョ
ー
ト
ポ
ジ

シ
ョ
ン
と
し
て
捉
え
、
オ
プ
シ
ョ
ン

価
格
理
論
を
援
用
、
証
券
価
格
や
信

用
リ
ス
ク
を
統
合
的
に
分
析
す
る
手

法
だ
。　

　

今
回
は
連
続
時
間
で
無
限
満
期
、

　

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
交
渉
が
年
内
に

は
始
ま
ら
な
い
こ
と
が
判
明
し
、
米

大
統
領
選
挙
前
に
、
米
国
の
金
利
引

き
上
げ
の
可
能
性
が
出
て
き
た
。
東

ア
ジ
ア
通
貨
に
と
っ
て
一
番
の
リ
ス

ク
要
因
は
米
国
の
金
利
引
き
上
げ

だ
。
東
ア
ジ
ア
で
の
生
産
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
確
立
さ
れ
、
最
終
財
は
欧
米

に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
生

産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
に
お
け
る
域
内

為
替
相
場
と
欧
米
へ
の
輸
出
時
の
ド

ル
や
ユ
ー
ロ
に
対
す
る
為
替
の
２
つ

の
為
替
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

分
析
結
果
に
よ
る
と
、
米
国
の
金

利
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
資
金
が
移

じ
て
、
経
済
社
会
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
確
保
し
て
い
く
役
割
が
期
待

さ
れ
る
。

要
因
を
入
れ
た
場
合
の
変
化
や
実
際

の
価
格
変
動
が
ど
の
程
度
一
致
す
る

の
か
比
較
し
て
い
き
た
い
。

ー
ド
に
よ
る
保
険
料
の
引
き
上
げ
、

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
戦
略
的
倒
産
に

応
用
し
た
い
。

考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

経
済
情
勢
を
監
視
す
る
国
際
機
関

「
Ａ
Ｍ
Ｒ
Ｏ
」
の
役
割
が
大
き
く
な

る
だ
ろ
う
。

社会の持続可能性確保

実際の価格変動捉える

現実への応用が課題

構造型アプローチ採用

米国金利引き上げ注視

一
橋
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科
教
授

花
崎 

正
晴
氏

一
橋
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科
准
教
授

小
林 

健
太
氏

一
橋
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科
准
教
授中村 

恒
氏

一
橋
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科
教
授

高
岡 

浩
一
郎
氏

一
橋
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科
教
授

小
川 

英
治
氏

討
論
者
に
よ
る
コ
メ
ン
ト

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

学
習
院
大
学

経
済
学
部
教
授

清
水 

順
子
氏

一
橋
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科
教
授

安
田 

行
宏
氏

一
橋
大
学
大
学
院

国
際
企
業
戦
略
研
究
科
教
授

大
橋 

和
彦
氏

一
橋
大
学
大
学
院

国
際
企
業
戦
略
研
究
科
教
授

本
多 
俊
毅
氏

一
橋
大
学
大
学
院

国
際
企
業
戦
略
研
究
科
教
授

中
村 

信
弘
氏

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

三
隅
氏
が
「
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
決
定

な
ど
の
影
響
で
金
融
政
策
は
混
沌
と

し
て
い
る
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
よ
う

な
新
し
い
状
況
も
出
現
し
、
様
々
な

リ
ス
ク
が
顕
在
化
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
未
知
の
危
機
へ
の
リ
ス
ク
管
理

に
つ
い
て
金
融
理
論
は
何
が
で
き
る

の
か
」
と
の
テ
ー
マ
を
示
し
、
各
パ

ネ
リ
ス
ト
が
議
論
し
た
。

広
　
　
告

　〈
出
席
者 

〉（
写
真
右
か
ら
）

　〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉

高
岡
浩
一
郎
氏

中
村
　
　
恒
氏

小
林
　
健
太
氏

花
崎
　
正
晴
氏

小
川
　
英
治
氏

　〈
司
　
会
〉

一
橋
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科
教
授

三
隅
　
隆
司
氏

リ
ス
ク
管
理
に
金
融
理
論
は
何
が
で
き
る
か

主催：一橋大学大学院商学研究科ファイナンス研究センター　　後援：みずほフィナンシャルグループ
お問い合わせ先：一橋大学政策フォーラム　http: www.hit-u.ac.jp/kenkyu/project/forum.html

一橋大学政策フォーラム
平成28年度 第1回

三
隅
氏
（
司
会
）

世界金融危機と金利・為替
　一橋大学大学院商学研究科ファイナンス研究センターは７月21日、世界金融危機から続く未知の危機へのリス

ク管理を巡って金融理論は何ができるのかを考えるシンポジウム「世界金融危機と金利・為替」を東京・千代田

の一橋講堂で開いた。英国の欧州連合（ＥＵ）離脱決定やＩＴ（情報技術）と金融を融合したフィンテックの出現

などで一段と混迷を深める金融政策について、第一線の研究者が活発に討論した。

財
政
政
策
の
把
握
を

新
分
析
方
法
に
期
待

革
新
的
な
分
析
手
法

誘
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
も

地
域
の
金
融
協
力
大
切

金
融
機
関
の
役
割
増
す

市
場
自
体
が
不
要
に

仮
定
部
分
の
把
握
大
事

情
報
開
示
な
ど
重
要

社
債
の
二
極
化
進
む


